
N i h o n b a s h i   船 の タ ー ミ ナ ル  

T o k i w a b a s h i   メ デ ィ ア セ ン タ ー

To k y o  R e s i d u e
首都高の断片的保存による風景と水辺の継承

日々変化が絶え間なく続く東京の街並み。近年の街の変化の仕方には、その場の特性を欠くような移ろいに
見えていた。そのような中で東京「日本橋」では首都高の地下化による高架の撤去、それに加えて川沿いの
再開発により日本橋の風景は劇的に変化しようとしている。風景と場を紡ぐため、消えゆく首都高を過去を
紡ぐ装置と解釈して断片的保存を行い、水上の交通・文化施設へと変換する。
モノを残しながら場が変化していくことこそ、街の記憶、行き交う人々の記憶を永く継承していくことにな
ると信じている。



Metropolitan Highway Removal area
首都高撤去区間

SITE2  Tokiwabashi
常盤橋

SITE1  Nihonbashi
日本橋

Redevelopment Area
再開発エリア

劇的に変化する街「日本橋」
日本橋では首都高の地下化により川の上の高架が撤去
され、それに伴う川沿いの再開発事業が進んでいる。
2035 年前後には再開発は終了し、そこから首都高の撤
去。2040 年には約 1.8km の首都高の撤去が終了する予
定である。

2035 年。首都高の地下化と周辺の再開発が終了
し高架の撤去が開始されるところから本計画は始
まる。周りの再開発地点沿いに風景を紡ぐ場を選
定し、2 つの地点で高架を切断し建築操作を加える。
新たな場に変換するための装置として再解釈するこ
とが日本橋の風景・場・記憶の紡ぎ方である。

都市の水辺空間を形成するプログラムとし
て利用の増加が見込まれる「船の交通」を
軸に組み込み、水上のメディアセンターと船
のターミナルを提案する。そして建築と土木
が互いに補完し合うことで新しい空間が見
えてくる。

断片的保存が街の記憶を紡ぐ 将来の船の移動と首都高

高架上の屋根 桁部分に床を吊る床を抜き桁の表出が人の場へ人が座れるほどの段差 柱にまとう階段

船が行き交う将来に向けたターミナル化

川に近づくスラブと 2階のステージ 首都高が生み出した大空間を感じる

切断され表出する首都高の断面
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